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石
巻
市
雄
勝
町

雄
勝
地
区
震
災
慰
霊
公
園

で

高
齢
の
入
院
患
者
40
人
全
員
と

患
者

を
救
お
う
と
病
院
内
に
留
ま
っ
た
職
員
24
人
が
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た
石
巻
市
立
雄
勝

病
院
の
犠
牲
者
慰
霊
碑
に
献
花
す
る
仙
台
白
百
合
学
園
中
学
校
の
中
学
生
記
者

多賀城高校災害科学科の生徒が歩道橋に設置した津波の波高を示す

標識の説明を聞く塩釜第二中学校の中学生記者

尚絅学院大学ボランティアチームＴＡＳＫＩのメンバーが指導する

「防災ボトル」作りワークショップを体験する南光台中学校の生徒

石巻市雄勝町の道の駅 硯上 けんじょう の里 で語り部の佐藤美千代

さんの話に耳を傾ける仙台白百合学園中学校のメンバー

発行 河北新報社営業局2024211

多賀城市 まち歩き石巻市雄勝を訪ねて大学生と名取閖上へ

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

年
。
河
北
新
報
社
の
復
興
支
援

企
画

今
で
き
る
こ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
次
世
代
へ
の
伝
承

啓
発
の
た
め
、
今
年
で
４
回
目
と
な
る
震
災
伝
承
新
聞
の
制
作
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
幼
少
期
に
発
生
し
た
震
災
の
記
憶
が
定
か
で

は
な
い
中
学
生
が
被
災
地
を
訪
れ
、
あ
の
日
か
ら
今
に
至
る
歩
み

を
学
び
、
発
信
す
る
企
画
で
す
。
本
特
集
は
塩
釜
市
立
第
二
中
学

校
、
仙
台
白
百
合
学
園
中
学
校
、
仙
台
市
立
南
光
台
中
学
校
の
３

校
の
生
徒

人
が
記
者
と
し
て
被
災
地
取
材
に
挑
戦
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
記
事
化
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
す
。震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
、

世
代
を
超
え
て
未
来
へ
｜
。
学
校
や
家
庭
、
職
場
で
ご
一
読
い
た

だ
き
、
伝
承
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(１)

２０２４年(令和６年)２月

(１)

２０２４年(令和６年)２月

I H I／アサヒビール 東北支社／石巻市震災遺構門脇小学校・大川小学校／NTTデータ東北／花王／キリンビール 東北統括本部／ケーズデンキグループ・デンコードー／劇団四季／光輝ビルテクノス／神戸製鋼所東北支店／サッポロビール／サントリー 東北営業本部
JFEスチール仙台製造所／JTB 仙台支店／住友不動産 東北事業所／生命保険協会 宮城県協会／仙台環境開発／DICグラフィックス／伝承千年の宿 佐勘／東亜道路工業東北支社／東伸環境／日本製紙／日本製紙クレシア／日本損害保険協会／日本郵便 東北支社
野村不動産 仙台支店／東日本油化工業／平松剛法律事務所／藤崎／富士フイルムグラフィックソリューションズ／みちのく企業グループ／三井住友海上／三井不動産／三菱地所グループ／三菱重工機械システム／宮城県建設業協会／宮城県自動車整備振興会／宮城交通
みやぎ生協／明治安田生命 仙台支社／リコージャパン 宮城支社／河北新報社 （順不同）
◎後援／宮城県、仙台市、石巻市、松島町、南三陸町、山元町、宮城県市長会、宮城県町村会、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会

私たち賛同企業も、再生と伝承のために「今できること」をともに考え、このプロジェクトに賛同し、推進していきます。

［お問い合わせ］
今できることプロジェクト事務局（河北新報社営業部）

tel 022-211-1318

企画・制作

営業局（今できることプロジェクト事務局）

中学生記者が復興の現場へ
　東日本大震災の記憶と教訓を将来に託す中学生たちが、宮城県内の被災地を取材し、その成果を「震災伝承新聞」として2025年
2月に発行。宮城県内外の中学校や災害伝承施設へ8万部を配布します。今年度で5回目を数えるこの取り組み。今回も仙台市内の
3校が参加し、取材のノウハウを説明するオリエンテーションを実施後、聖ウルスラ学院英智中の7人が南三陸町を訪問しました。

　8月22日、聖ウルスラ学院英智中の7人は、「南三陸
ホテル観洋」に到着。女将の阿部憲子さんが一行を出
迎えました。ホテル近くの林地区で観測した最大23.9㍍
に達する津波により、南三陸町では6割以上の住宅に
全・半壊以上の被害が発生。犠牲者・行方不明者は
831人に及び、混乱を極めた発災からホテルが避難所
となり町民や従業員を支えた日々、さまざまな取り組みで
地域の復興を支えてきた道のりについて講話を行いまし
た。震災の記憶を広く伝えるための「語り部バス」にも乗
車。阿部裕樹副支配人のガイドで、民間震災遺構「高野
会館」などを見学しました。
　次の取材先は、2022年にオープンした南三陸町の住
民の証言や写真、映像などを継続的に収集・保存する伝
承施設「南三陸311メモリアル」。チーフの吉岡一浩さん
の案内で館内の展示を見学した後、映像と防災ミニブック

を使ったラーニングプログラム「いのちを想う」に参加し
ました。実際に津波の危機を体験した住民や、近親者を
亡くした若者たちなどのインタビュー映像を視聴し、「津
波がすぐそばまで迫っていたのに、その場に居続けたの
はなぜか」といった難しい設問に関して相互に意見交
換。その時の気づきをミニブックに書き込みながら、大災
害から命を守る防災について考察を深めました。

　戸倉地区では、地元若手漁師4人で結成したチーム
「戸倉SeaBoys」のリーダー後藤伸弥さん、後藤新太郎
さんと対面。中学生記者たちはライフジャケットを着用
して漁船に乗り込み、カキ養殖の現場を視察しました。
震災後、戸倉カキ部会の漁師が一丸となって取り組んだ
日本国内初のASC国際認証（責任ある養殖業のエコラ

ベル）取得に関するエピソードや、独自の交流イベント
などの活動を通して戸倉ブランドの海産物の魅力を発信
する取り組みについて詳しく聞くことができました。

海中からロープを引き上げカキの養殖方法を説明

自分の目で見て、伝え、備える。

現在、中学生記者たちが取材を振り返りながら、
2月発行予定の特集紙面の制作に奮闘中です！

昨年度制作した震災伝承新聞

体感した学びを同世代に伝えるために

震災伝承新聞被災地取材レポート① 聖ウルスラ学院英智中　南三陸町
中学生に
託す伝承の
バトン

これまでの活動内容や新着情報は「今できることプロジェクト」特設HPをご覧ください。 www.kahoku.co.jp/imadeki/ facebookページもあります。河北　今できること 検  索

「高野会館」屋上への階段に達した津波の痕跡を視察

一般の来場者も交えながら意見交換する中学生記者たち

南三陸ホテル観洋屋上で女将の阿部さんに聞き取り


